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1． 事業計画・全般的事項 

1） 第１回審査会の指摘事項への対応（平成29 年8 月1 日） 

 指摘事項 対応方針(案) 備考 

1  工事中の車両の出入口として，計画地東

側の市道 愛宕上杉通 1 号線と計画地南側

の市道 北六番丁線にNo.1～No.3のゲート

が設定されているが，これら全てが入退場

ゲートとなるのか。 
また，病院施設や住宅施設の敷地を含む

雨宮キャンパス跡地全体を利用し，その外

周の西側と北側の道路から入退場するゲー

トを設けることはできないのか。 

工事用車両は，供用後における車両の出入

口と同じ位置に設置予定のNo.1～No.3ゲー

トから入退場することを仮定して予測・評価

を実施しています。 
各ゲートを利用する車両台数など実際の

出入口の使い方については，施工者が決定し

た後，具体的な施工計画と合わせて検討しま

す。施工計画の検討は，安全面への配慮とし

て，周辺の小中学校とも協議しながら進めて

いきます。 
なお，病院施設や住宅施設の具体的な計画

は未定であり，これらの施設の工事に際して

は，それぞれの事業者により別途出入口が設

置される可能性があります。 

準備書 

1.7.1 工事概要 
(P.1-38) 
 

2） 第１回審査会後の文書による指摘事項への対応 

 指摘事項 対応方針 備考 

1  なし   
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2． 大気質、騒音、振動 

1） 第１回審査会の指摘事項への対応（平成29 年8 月1 日） 

 指摘事項 対応方針 備考 

1  工事中の重機の稼働に係る窒素酸

化物の寄与率が他の項目と比べて比

較的高いことから，工事期間が病院

施設や住宅施設の工事と重なるとそ

の影響が懸念される。工事期間の重

複による影響についても考えながら

事業を進めていくと良い。 

工事期間が病院施設や住宅施設の工事と重複し

た場合には，工事の平準化のために，工事工程につ

いて病院・住宅事業者と協議し，工事を進めます。 

 

2  供用後の交通量は，本事業に伴い

発生する交通量も加味した上で設定

しているのか。 
 

供用後の交通量は，現地調査において観測した現

況の交通量に，本事業に伴い発生する交通量を付加

したものです。これに加え，病院・住宅施設の供用

に伴い発生する交通量についても考慮しています。 
具体には，来退店車両が商業施設(本計画)のみで

6,321台/日，商業・病院・住宅施設全体で7,177台

/日と設定し，それぞれの路線に割り振った台数を

用いて予測を実施しています。 

準備書 

8.1 大気質 
(P.8.1-81) 

8.2 騒音 
(P.8.2-58) 

3  病院施設及び住宅施設が供用する

と交通量は更に増加するものと考え

られるが，予測にあたって，これら

も加味しているのか。 

準備書 

8.1 大気質 
(P.8.1-81) 

8.2 騒音 
(P.8.2-62) 

4  騒音の予測において，高さ方向に

も音は伝搬するが周辺のマンション

等への影響は予測していないのか。 

車両の走行に係る騒音の予測は，最も影響を受け

やすい 1 階高さ(地上 1.2m)及び 2 階高さ(地上

4.2m)について実施しました。 
室外設備機器は，1階と屋上階に設置することか

ら，1階及び2階高さに加え，最も影響を受けやす

いと考える屋上階に相当する8階高さ(地上22.2m)
についても騒音の予測をおこなっています。 

準備書 

8.2 騒音 
(P.8.2-13， 
P.8.2-34) 

 

5  室外設備機器の騒音に対して周辺

住民から苦情が寄せられた場合，防

音壁等の対策をとることはできるの

か。 

室外設備機器に係る騒音は，「仙台市公害防止条

例施行規則」に示される工場等に係る騒音の規制基

準を満足するものと予測されており，設備機器の点

検・整備を適切に行うことで周辺への影響を低減で

きるものと考えます。 
供用後に周辺の住民等から苦情等が寄せられた

際には，コミュニケーションを図りながら，対応に

ついて検討します。 

 

6  立体駐車場や屋上駐車場が設置さ

れる計画だが，騒音の発生高さを考

慮した予測を実施しているのか。ま

た，駐車場棟はある程度開口した形

状での予測を実施しているのか。 

駐車場の稼働に伴う騒音は，各階駐車場やスロー

プに音源を設定し，室外設備機器の稼働の影響要因

を複合して予測を実施しています。予測高さは，1
階及び2階高さに加え，最も影響を受けやすいと考

える屋上階にも設定しています。 
駐車場棟は，開口形状として予測を実施してお

り，いずれの予測高さにおいても騒音に係る環境基

準を満足する結果となっています。 

準備書 

8.1 大気質 
(P.8.1-63～67) 

8.2 騒音 
(P.8.2-34) 

 

 

2） 第１回審査会後の文書による指摘事項への対応 

 指摘事項 対応方針 備考 

1  なし   
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3． 水質、水象（地下水）、地盤沈下 

1） 第１回審査会の指摘事項への対応（平成29 年8 月1 日） 

 指摘事項 対応方針(案) 備考 

1  なし   
 

2） 第１回審査会後の文書による指摘事項への対応 

 指摘事項 対応方針 備考 

1  なし   

 

 

4． 植物（既存樹木）、動物、生態系 

1） 第１回審査会の指摘事項への対応（平成29 年8 月1 日） 

 指摘事項 対応方針 備考 

1  夏鳥の飛来は，5 月中旬頃が最も多く，

その後繁殖期に入ると確認しづらくなる

ため，調査時期があまりよくなかったので

はないか。 

鳥類の調査は，春季(4月下旬)，夏季(8月

下旬)，秋季(10月上旬)，冬季(2月中旬)の4
季にわたり実施しています。ご指摘の夏鳥

の飛来が最も多くなる 5 月中旬頃の調査は

実施しておりませんが，春季，夏季，秋季

調査において，渡りの時期には一般的に市

街地で見られるツバメ，キビタキ，メボソ

ムシクイの3種の夏鳥を確認しています。 

 

2  解体工事により鳥類が減少することは

理解できる。供用後に鳥類が戻ってこられ

るように，植栽計画を検討していくことが

大切である。 

針葉樹を含め既存樹木と同一の樹種を配

置するとともに，植栽する中高木は全て既

存樹木を活用する計画とするなど，鳥類が

戻ってこられるように可能な限り配慮して

います。 

 

2） 第１回審査会後の文書による指摘事項への対応 

 指摘事項 対応方針 備考 

1  なし   
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5． 景観・自然との触れ合いの場 

1） 第１回審査会の指摘事項への対応（平成29 年8 月1 日） 

 指摘事項 対応方針(案) 備考 

1  駐車場棟の色は，周辺の街並みと同様の

白色系統を基調とするとしているが，白と

黒のストライプとなって非常に目立つファ

サードとなっている。この色は今後もう少

し検討されるものなのか。 

駐車場棟の外装の色等に関しては，いただ

いた助言も参考にしながら引き続き検討し

ます。 
また，ご指摘を踏まえて，評価書では環境

保全措置の文章を以下のとおり修正します。 
「計画建築物の高さを抑えるとともに，商

業棟，駐車場棟はアースカラー等の落ち着い

た色彩とするなど，計画地周辺の街並みと調

和するよう配慮する。」 

準備書 

1.5.4 景観計画 
(P.1-18) 

8.8 景観 
(P.8.8-25～26) 

 
本資料 

7.準備書からの

変更箇所 
(P.5～P.7) 

2  農学部の前面の道路は四ツ谷用水の跡に

あたる。そうした歴史に配慮した計画や触

れ合いの場の創出について検討することが

望ましいと考える。そうした歴史に配慮さ

れたものがあれば，人が集まって事業との

相乗効果も期待できると考える。 

ご指摘を踏まえ，四ツ谷用水をモチーフと

したモニュメントの整備等，歴史に配慮した

計画や触れ合いの場の創出について引き続

き検討します。 

 

2） 第１回審査会後の文書による指摘事項への対応 

 指摘事項 対応方針 備考 

1  なし   

 

 

6． 廃棄物等、温室効果ガス 

1） 第１回審査会の指摘事項への対応（平成29 年8 月1 日） 

 指摘事項 対応方針 備考 

1  なし   

2） 第１回審査会後の文書による指摘事項への対応 

 指摘事項 対応方針 備考 

1  なし   
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7． 準備書からの変更事項 

 
1.5.4 景観計画          （P1-18） 

計画地は，「仙台市「杜の都」景観計画」(平成21 年3 月，仙台市)の中で，景観重点区域の「北山・宮町界

隈ゾーン」に位置している。また，景観重要公共施設である愛宕上杉通に面している。 
このことから，計画地周辺の街並みと調和するように，計画建築物の高さを周辺の建物高さと同程度に抑え

るとともに，商業棟，駐車場棟はアースカラー等の落ち着いた色彩とするなど，景観に配慮した建築計画とする。

また，計画地に隣接する歩道との高低差をなくし，歩道状空地と壁面後退を一体的に活用した緑化空間を整備

することにより，周辺市街地と連続する緑豊かで賑わいのある歩行者空間を創出する。なお，壁面後退による

施設配置への配慮は，壁面緑化の実施や駐車場棟の上層階の一部セットバックとともに，圧迫感の軽減にも寄

与する。設備機器は，屋上階への設置を基本とし，1 階に設置する機器は囲いの中に配置することで極力周辺

道路から直接視認されないように配慮した。 
東北大学農学部(雨宮地区)の記憶の継承として，3 つの記念碑を雨宮キャンパス跡地内に配置する方向で東北

大学と協議している。また，敷地外周の煉瓦壁のイメージを継承した外構デザイン等により地区全体の地区施

設を一体的に整備するとともに，かつて計画地南側の北六番丁通りに流れていた四ツ谷用水をモチーフとした

モニュメントの整備を行う予定である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※色やデザイン等は，今後の検討により変更の可能性がある。 

図 1.5-5 完成イメージ図 
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8.8.3 環境の保全及び創造のための措置       （P8.8-25） 

(1) 存在による影響(工作物等の出現) 

工作物等の出現に伴う景観への影響を予測した結果，自然的景観資源及び文化的景観資源への影響はないと

予測された。主要な眺望への影響は，周辺の市街地と調和していることから地点1，地点2及び地点4における

影響は小さく，地点3及び地点5において，緑豊かで賑わいのある都市的景観が創出されると予測された。 
本事業の実施にあたっては，工作物等の出現に伴う景観への影響を可能な限り低減するため，表 8.8-10 に示

す措置を講ずることとする。 

表 8.8-10 環境の保全及び創造のための措置(存在による影響－工作物等の出現) 

環境影響要因 環境の保全及び創造のための措置の内容 

存在による影響 
(工作物等の出現) 

・計画建築物の高さを抑えるとともに，商業棟，駐車場棟はアースカラー等の

落ち着いた色彩とするなど，計画地周辺の街並みと調和するよう配慮する。 
・計画地に隣接する歩道との高低差をなくし，歩道状空地と壁面後退を一体

的に活用した緑化空間を整備することにより，周辺市街地と連続する緑豊

かで賑わいのある歩行者空間を創出する。 
・設備機器の配置等を工夫して極力周辺道路から直接視認されないように配

慮する。 
・既存樹木を可能な限り保全・活用する。 
・景観及び雨宮地区の地域性及び歴史性に配慮し，主に雨宮キャンパス跡地

内の既存樹木を活用するとともに，新植木についても既存樹木と同一樹種

を採用する。 
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8.8.4 評価          （P8.8-26） 

(1) 存在による影響(工作物等の出現) 

ア 回避・低減に係る評価 

① 評価方法 
予測結果を踏まえ，工作物等の出現に伴う自然的景観資源及び文化的景観資源，主要な眺望への影響が，建

物の配置，保全対策等により，実行可能な範囲で回避・低減が図られているか否かを判断するものとした。 
 

② 評価結果 

本事業の実施にあたっては，環境保全措置として，街並みと調和するデザイン等への配慮，緑豊かな歩行空

間の創出，設備機器の配置等への配慮，既存樹木の保全・活用，植栽樹種の配慮を実施することにより自然的

景観資源及び文化的景観資源，主要な眺望への影響の抑制が図られていることから，工作物等の出現に伴う自

然的景観資源及び文化的景観資源，主要な眺望への影響は実行可能な範囲で回避・低減が図られているものと

評価する。 
 

イ 基準や目標との整合性に係る評価 

① 評価手法 
予測結果が，表 8.8-11に示す基準等と整合が図られているかを評価するものとした。 

表 8.8-11 整合を図る基準等(存在による影響－工作物等の出現) 

環境影響要因 整合を図る基準等の内容 
存在による影響 
(工作物等の出現) 

・仙台市「杜の都」景観計画における「沿線市街地ゾーン」ならびに「景観重点
区域(北山・宮町界隈ゾーン)」の景観形成のための行為の制限 

 
② 評価結果 

「仙台市「杜の都」景観計画」に示される「沿線市街地ゾーン」ならびに「景観重点区域(北山・宮町界隈

ゾーン)」における景観形成のための行為の制限では，街並みの調和に配慮した建築物の形態・意匠，色彩，

高さとすること等が挙げられている。本事業においては，景観重点区域における建築物の高さの基準を満足す

る計画としており，周辺の建物高さと同程度に抑えることで，高台からの眺望においても背景の山並みの風景

を害しない高さとなっている。外壁は，アースカラー等の落ち着いた色彩により，周辺の街並みと調和するよ

う配慮している。また，既存樹木の保全・活用や既存樹木と同一樹種の植栽に努める等，敷地内緑化に配慮す

るとともに，計画地に隣接する歩道との高低差をなくし，歩道状空地と壁面後退を一体的に活用した緑化空間

を整備することにより，周辺市街地と連続する緑豊かで賑わいのある歩行空間を創出することから，上記の基

準との整合は図られているものと評価する。 
 

 

以 上 


